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規

則

災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
六
十
三
号

災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

災
害
救
助
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
八
年
東
京
都
規
則
第
百
三
十

六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
被
災
し
た
住
宅
の
応
急
修
理
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。
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別
表
第
二

一
の
項
中
「
二
一
、
八
〇
〇
円
」
を
「
二
二
、
二
〇

〇
円
」
に
、
「
二
○
、
九
〇
〇
円
」
を
「
二
一
、
三
〇
〇
円
」
に
、

「
一
八
、
一
〇
〇
円
」
を
「
一
八
、
四
〇
〇
円
」
に
、
「
一
七
、
〇

〇
〇
円
」
を
「
一
七
、
三
〇
〇
円
」
に
、
「
一
三
、
七
〇
〇
円
」
を

「
一
四
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
一
四
、
八
〇
〇
円
」
を
「
一
五
、
三

〇
〇
円
」
に
、
「
一
四
、
四
〇
〇
円
」
を
「
一
四
、
九
〇
〇
円
」
に
、

「
一
七
、
二
〇
〇
円
」
を
「
一
七
、
七
〇
〇
円
」
に
、
「
一
六
、
四

〇
〇
円
」
を
「
一
六
、
六
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
一
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、

当
該
汚
染
に
よ
る
人
の
健
康
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
当
該
汚

染
の
除
去
、
当
該
汚
染
の
拡
散
の
防
止
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
が
必
要
な
区
域
（
以
下
「
要
措
置
区
域
」
と
い
う
。
）
を
指
定
す

る
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

要
措
置
区
域

別
図
の
と
お
り
（
小
金
井
市
緑
町
二
丁
目
地

内
）

二

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有

害
物
質
の
種
類

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

三

当
該
要
措
置
区
域
に
お
い
て
講
ず
べ
き
指
示
措
置

原
位
置
封

じ
込
め
又
は
遮
水
工
封
じ
込
め
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告

示
（
選
）

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
六
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六

条
第
一
項
（
同
法
第
六
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と

と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ

っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
名
称

等
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会



令和5年12月26日（火曜日）東 京 都 公 報（第17972号） ４
◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
六
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
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◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
六
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
の

で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
公

表
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
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◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
六
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十

九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
指
定
の
届
出
が
あ
っ

た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
名
称

等
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
六
十
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十

九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の

異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会



令和5年12月26日（火曜日）東 京 都 公 報（第17972号） １２

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
六
十
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十

九
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た

旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
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告

示
（
海
区
漁
調
）

◉
東
京
漁
調
指
示
第
十
三
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
都
八
丈
島
近
海
漁
場
に
設
置
し
た

浮
魚
礁
に
お
け
る
漁
業
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
制
限
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日

東
京
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会
長

有

元

貴

文

（
定
義
）

一

こ
の
指
示
に
お
い
て
「
浮
魚
礁
」
と
は
、
東
京
都
八
丈
町
が
八

丈
島
近
海
漁
場
に
設
置
し
た
次
に
掲
げ
る
浮
魚
礁
を
い
う
。

㈠

八
丈
小
島
の
南
西
約
九
千
メ
ー
ト
ル
（
ア
ン
カ
ー
設
置
位
置

は
、
北
緯
三
十
三
度
三
分
十
八
・
三
七
秒
（
測
量
法
（
昭
和
二

十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る

世
界
測
地
系
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。
）
、
東
経
百
三
十
九
度
三

十
八
分
三
・
〇
三
秒
の
位
置
）
に
設
置
し
た
第
一
浮
魚
礁

㈡

八
丈
島
の
南
南
東
約
一
万
六
千
四
百
メ
ー
ト
ル
（
ア
ン
カ
ー

設
置
位
置
は
、
北
緯
三
十
二
度
五
十
五
分
八
・
一
〇
秒
、
東
経

百
三
十
九
度
五
十
五
分
十
八
・
三
〇
秒
の
位
置
）
に
設
置
し
た

第
二
浮
魚
礁

㈢

八
丈
島
の
東
北
東
約
一
万
六
千
メ
ー
ト
ル
（
ア
ン
カ
ー
設
置

位
置
は
、
北
緯
三
十
三
度
十
二
分
〇
・
一
二
秒
、
東
経
百
三
十

九
度
五
十
七
分
三
十
・
三
〇
秒
の
位
置
）
に
設
置
し
た
第
三
浮

魚
礁

（
浮
魚
礁
の
漁
場
範
囲
）

二

浮
魚
礁
の
漁
場
範
囲
は
、
次
の
区
域
と
す
る
。

㈠

第
一
浮
魚
礁
に
お
い
て
は
、
次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
及
び
イ

の
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

イ

北
緯
三
十
三
度
三
分
三
十
六
秒
、
東
経
百
三
十
九
度
三
十

七
分
三
十
六
秒
の
点

ロ

北
緯
三
十
三
度
三
分
三
十
六
秒
、
東
経
百
三
十
九
度
三
十

八
分
四
十
八
秒
の
点

ハ

北
緯
三
十
三
度
二
分
三
十
秒
、
東
経
百
三
十
九
度
三
十
八

分
四
十
八
秒
の
点

ニ

北
緯
三
十
三
度
二
分
三
十
秒
、
東
経
百
三
十
九
度
三
十
七

分
三
十
六
秒
の
点

㈡

第
二
浮
魚
礁
に
お
い
て
は
、
次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
及
び
イ

の
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

イ

北
緯
三
十
二
度
五
十
五
分
四
十
一
秒
、
東
経
百
三
十
九
度

五
十
四
分
三
十
九
秒
の
点

ロ

北
緯
三
十
二
度
五
十
五
分
四
十
一
秒
、
東
経
百
三
十
九
度

五
十
五
分
五
十
七
秒
の
点

ハ

北
緯
三
十
二
度
五
十
四
分
三
十
五
秒
、
東
経
百
三
十
九
度

五
十
五
分
五
十
七
秒
の
点

ニ

北
緯
三
十
二
度
五
十
四
分
三
十
五
秒
、
東
経
百
三
十
九
度

五
十
四
分
三
十
九
秒
の
点

㈢

第
三
浮
魚
礁
に
お
い
て
は
、
次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
及
び
イ

の
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

イ

北
緯
三
十
三
度
十
二
分
三
十
三
秒
、
東
経
百
三
十
九
度
五

十
六
分
五
十
一
秒
の
点

ロ

北
緯
三
十
三
度
十
二
分
三
十
三
秒
、
東
経
百
三
十
九
度
五

十
八
分
九
秒
の
点

ハ

北
緯
三
十
三
度
十
一
分
二
十
七
秒
、
東
経
百
三
十
九
度
五

十
八
分
九
秒
の
点

ニ

北
緯
三
十
三
度
十
一
分
二
十
七
秒
、
東
経
百
三
十
九
度
五
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十
六
分
五
十
一
秒
の
点

（
操
業
の
制
限
）

三

浮
魚
礁
の
漁
場
範
囲
に
お
け
る
操
業
の
制
限
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

㈠

総
ト
ン
数
二
十
ト
ン
以
上
の
船
舶
を
使
用
し
て
操
業
を
し
て

は
な
ら
な
い
。

㈡

令
和
六
年
二
月
一
日
か
ら
同
年
六
月
三
十
日
ま
で
は
、
八
丈

支
庁
管
内
所
属
船
舶
に
よ
る
操
業
を
優
先
と
す
る
。

㈢

操
業
は
、
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
の
間
と
す
る
。

（
操
業
方
法
等
）

四

浮
魚
礁
の
漁
場
範
囲
に
お
け
る
操
業
方
法
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

㈠

操
業
方
法
は
、
ひ
き
縄
漁
業
及
び
一
本
釣
り
漁
業
（
か
つ
お

一
本
釣
り
を
除
く
。
）
に
限
る
も
の
と
し
、
そ
れ
以
外
の
網
漁

業
、
は
え
縄
漁
業
等
の
操
業
方
法
は
、
禁
止
と
す
る
。

㈡

複
数
の
船
舶
が
操
業
す
る
場
合
は
、
互
い
に
連
絡
を
取
り
合

い
、
円
滑
か
つ
安
全
に
操
業
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

㈢

浮
魚
礁
を
基
点
に
、
そ
の
周
囲
を
旋
回
し
て
ひ
き
縄
漁
業
を

操
業
す
る
場
合
は
、
船
舶
の
旋
回
の
方
向
は
時
計
回
り
で
行
う

も
の
と
す
る
。

さ
お

㈣

ひ
き
縄
漁
業
を
操
業
す
る
場
合
は
、
ト
ッ
プ
竿
の
使
用
は
禁

止
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
元
船
舶
は
、
か
つ
お
以
外
の
操
業
時

に
限
り
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
指
示
の
有
効
期
間
）

五

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
令
和
六
年
二
月
一
日
か
ら
令
和
七

年
一
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

◉
東
京
漁
調
指
示
第
十
四
号

東
京
海
区
（
伊
豆
諸
島
海
域
に
限
る
。
）
に
お
け
る
は
ご
釣
り
漁

業
（
こ
ま
せ
袋
を
備
え
た
「
は
ご
」
を
使
用
し
、
た
い
、
ひ
ら
ま
さ
、

か
ん
ぱ
ち
、
し
ま
あ
じ
、
い
さ
き
、
う
め
い
ろ
及
び
あ
か
は
た
を
釣

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁
業
を
い
う
。
以
下
「
こ
の
漁
業
」
と
い

う
。
）
に
つ
い
て
、
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七

号
）
第
百
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
指
示
す

る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日

東
京
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会
長

有

元

貴

文

（
禁
止
操
業
）

一

こ
の
漁
業
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
操
業
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
東
京
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い

う
。
）
が
漁
業
調
整
上
特
に
支
障
が
な
い
と
認
め
た
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

㈠

総
ト
ン
数
十
ト
ン
以
上
の
船
舶
を
使
用
す
る
操
業
（
東
京
都

所
属
船
舶
に
つ
い
て
は
、
総
ト
ン
数
二
十
ト
ン
以
上
の
船
舶
を

使
用
す
る
操
業
）

㈡

夜
間
（
日
没
か
ら
日
の
出
ま
で
の
間
を
い
う
。
）
の
操
業

（
承
認
操
業
）

二

大
島
、
利
島
、
新
島
（
鵜
渡
根
島
及
び
地
内
島
を
含
む
。
）
、

式
根
島
、
神
津
島
（
恩
馳
島
及
び
銭
洲
を
含
む
。
）
、
三
宅
島

（
大
野
原
島
を
含
む
。
）
、
御
蔵
島
（
藺
灘
波
島
を
含
む
。
）
、

八
丈
島
（
八
丈
小
島
を
含
む
。
）
、
青
ケ
島
、
ベ
ヨ
ネ
ー
ス
列
岩
、

須
美
寿
島
、
鳥
島
及
び
孀
婦
岩
の
各
最
大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら
千

五
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
海
域
に
お
い
て
、
総
ト
ン
数
三
ト
ン
以
上

の
船
舶
を
使
用
し
て
こ
の
漁
業
を
操
業
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次

の
と
お
り
、
船
舶
ご
と
に
委
員
会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

㈠

承
認
隻
数

こ
の
漁
業
の
承
認
で
き
る
隻
数
の
最
高
限
度
は
三
百
五
十
隻

と
し
、
都
県
別
の
隻
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

東
京
都

百
六
十
隻

神
奈
川
県

八
十
隻

千
葉
県

四
十
隻

静
岡
県

五
十
二
隻

そ
の
他
の
県

十
八
隻

㈡

承
認
を
し
な
い
場
合

ア

申
請
者
以
外
の
者
が
、
実
質
上
当
該
漁
業
の
経
営
を
支
配

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

イ

漁
業
関
係
法
令
又
は
漁
業
秩
序
を
遵
守
す
る
精
神
を
著
し

く
欠
く
者
と
認
め
ら
れ
る
場
合

ウ

前
年
度
に
こ
の
承
認
の
規
定
に
違
反
し
た
と
認
め
ら
れ
る

場
合

エ

そ
の
他
委
員
会
が
漁
業
調
整
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
た
場

合

（
承
認
書
の
備
付
け
及
び
操
業
旗
章
の
掲
揚
）

三

こ
の
漁
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
操
業
の
際
、
使
用
す
る
船

舶
ご
と
に
、
委
員
会
が
交
付
し
た
承
認
書
を
所
持
す
る
と
と
も
に
、

委
員
会
が
別
に
定
め
る
操
業
旗
章
を
掲
揚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
承
認
の
取
消
し
）

四

次
の
事
項
に
該
当
す
る
と
き
は
、
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ

る
。

㈠

承
認
を
受
け
た
者
以
外
の
者
が
、
実
質
上
操
業
を
指
揮
し
て

い
る
と
き
。
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㈡

承
認
を
受
け
た
者
が
、
こ
の
承
認
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

㈢

委
員
会
が
漁
業
調
整
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
。

（
操
業
実
績
報
告
書
の
提
出
義
務
）

五

こ
の
漁
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
船
舶
ご
と
に
、
令
和
七
年

四
月
三
十
日
ま
で
に
、
委
員
会
が
別
に
定
め
る
操
業
実
績
報
告
書

を
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
提
出
さ
れ
た
報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
疑
義
が
あ
る

場
合
、
委
員
会
は
、
追
加
の
関
係
書
類
の
提
出
を
指
示
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
遵
守
事
項
）

六

こ
の
漁
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
前
各
項
に
定
め
る
も
の
の

ほ
か
、
漁
業
調
整
上
委
員
会
が
必
要
と
認
め
、
指
示
し
、
又
は
指

導
し
た
事
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
そ
の
他
）

七

こ
の
指
示
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
操
業
の
承
認
に
関
す
る
取

扱
い
に
つ
い
て
は
、
別
に
委
員
会
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
指
示
の
有
効
期
間
）

八

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
令
和
六
年
三
月
一
日
か
ら
令
和
七

年
二
月
二
十
八
日
ま
で
と
す
る
。

告

示
（
消
）

◉
東
京
消
防
庁
告
示
第
９
号

火
災
予
防
条
例
に
基
づ
き
消
防
総
監
が
定
め
る
基
準
及
び
消
防
総

監
が
火
災
予
防
上
必
要
と
認
め
る
措
置
（
平
成
１６年

６
月
東
京
消
防

庁
告
示
第
７
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
５
年
１２月

２６日東
京
消
防
庁

消
防
総
監

吉
田

義
実

第
１
の
４
中
「
（
当
該
承
認
が
恒
常
的
な
解
除
承
認
（
当
該
申
請

に
係
る
場
所
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
禁
止
行
為
を
１
年
以
上

継
続
す
る
も
の
と
し
て
し
た
承
認
を
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
別
記
様
式
第
３
号
又
は
別
記
様
式
第
４
号
）
」
を
削
る
。

別
表
第
３
通
常
顧
客
の
出
入
り
す
る
部
分
の
項
中
「
兼
営
事
業
部

分
」
を
「
事
業
所
」
に
改
め
る
。

別
表
第
４
公
衆
の
出
入
り
す
る
部
分
の
部
裸
火
使
用
の
項
中
「
可

燃
物
か
ら
水
平
距
離
で
５
ｍ
以
上
離
れ
て
い
る
こ
と
（
不
燃
材
料
で

造
っ
た
壁
」
を
「
可
燃
物
か
ら
水
平
距
離
で
５
ｍ
以
上
離
れ
て
い
る

こ
と
（
不
燃
材
料
で
造
っ
た
つ
い
立
等
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
１
号
及
び
別
記
様
式
第
２
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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公

告

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
変
更
の
届
出
に

つ
い
て

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
大
規
模
小
売
店

舗
の
変
更
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
し
、

そ
の
届
出
及
び
添
付
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
を
述
べ
よ
う

と
す
る
者
は
、
意
見
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
に
「
㈠
氏
名
（
団
体

に
あ
っ
て
は
団
体
名
及
び
そ
の
代
表
者
の
氏
名
）
㈡
住
所
（
団
体
に

あ
っ
て
は
所
在
地
）
㈢
意
見
を
述
べ
る
理
由
」
を
記
載
し
た
書
面
を

添
え
て
、
令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
四
月
以
内
に
東
京
都
産

業
労
働
局
商
工
部
地
域
産
業
振
興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番

一
号
）
に
到
着
す
る
よ
う
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

店
舗
名

ア
ト
レ
ヴ
ィ
大
塚

二

店
舗
所
在
地

豊
島
区
南
大
塚
三
丁
目
三
十
三
番
一
号

三

設
置
者
名

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

四

設
置
者
住
所

渋
谷
区
代
々
木
二
丁
目
二
番
二
号

五

変
更
前
の
小
売
業
者

の
氏
名
又
は
名
称

富
士
シ
テ
ィ
オ
株
式
会
社
ほ
か
二
十
五

名

六

変
更
後
の
小
売
業
者

富
士
シ
テ
ィ
オ
株
式
会
社
ほ
か
二
十
七

の
氏
名
又
は
名
称

名

七

変
更
を
行
っ
た
小
売

業
者
の
氏
名
又
は
名

称

株
式
会
社
ア
ト
レ
ス
テ
ィ
ル
ほ
か
一
名

別
記
様
式
第
３
号
及
び
別
記
様
式
第
４
号
を
削
る
。

附
則

こ
の
告
示
は
、
令
和
５
年
１２月

２６日
か
ら
施
行
す
る
。
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八

変
更
前
の
小
売
業
者

の
代
表
者
名

一
ノ
瀬

俊
郎
（
株
式
会
社
ア
ト
レ
ス

テ
ィ
ル
）
ほ
か

九

変
更
後
の
小
売
業
者

の
代
表
者
名

圓
井

宏
政
（
株
式
会
社
ア
ト
レ
ス
テ

ィ
ル
）
ほ
か

十

変
更
日

令
和
五
年
九
月
一
日
ほ
か

十
一

届
出
日

令
和
五
年
十
二
月
十
三
日

十
二

縦
覧
場
所

東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
地
域
産
業

振
興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番

一
号
）

十
三

縦
覧
期
間

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
令
和

六
年
四
月
二
十
六
日
ま
で
。
た
だ
し
、

東
京
都
の
休
日
に
関
す
る
条
例
（
平
成

元
年
東
京
都
条
例
第
十
号
）
に
定
め
る

休
日
を
除
く
。

十
四

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十

分
ま
で
。
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
一

時
ま
で
を
除
く
。

一

店
舗
名

荻
窪
タ
ウ
ン
セ
ブ
ン
ビ
ル
・
ル
ミ
ネ
荻

窪
店

二

店
舗
所
在
地

杉
並
区
上
荻
一
丁
目
九
番
一
号
ほ
か

三

設
置
者
名

武
蔵
商
事
株
式
会
社
ほ
か
七
名

四

設
置
者
住
所

杉
並
区
上
荻
一
丁
目
十
六
番
十
四
号
ほ

か

五

変
更
を
行
っ
た
設
置

者
名

株
式
会
社
ル
ミ
ネ

六

変
更
前
の
設
置
者
の

代
表
者
名

高
橋

眞

七

変
更
後
の
設
置
者
の

代
表
者
名

表

輝
幸

八

変
更
前
の
小
売
業
者

の
氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
西
友
ほ
か
百
四
十
一
名

九

変
更
後
の
小
売
業
者

の
氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
西
友
ほ
か
百
四
十
三
名

十

変
更
を
行
っ
た
小
売

業
者
の
氏
名
又
は
名

称

株
式
会
社
西
友
ほ
か
十
三
名

十
一

変
更
前
の
小
売
業

者
の
住
所

北
区
赤
羽
二
丁
目
一
番
一
号
（
株
式
会

社
西
友
）
ほ
か

十
二

変
更
後
の
小
売
業

者
の
住
所

武
蔵
野
市
吉
祥
寺
本
町
一
丁
目
十
二
番

十
号
（
株
式
会
社
西
友
）
ほ
か

十
三

変
更
前
の
小
売
業

者
の
代
表
者
名

迫

俊
亮
（
ミ
ニ
ッ
ト
・
ア
ジ
ア
・
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
株
式
会
社
）
ほ
か

十
四

変
更
後
の
小
売
業

者
の
代
表
者
名

財
津

伸
二
（
ミ
ニ
ッ
ト
・
ア
ジ
ア
・

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
株
式
会
社
）
ほ
か

十
五

変
更
日

令
和
五
年
十
月
一
日
ほ
か

十
六

届
出
日

令
和
五
年
十
二
月
八
日

十
七

縦
覧
場
所

東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
地
域
産
業

振
興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番

一
号
）

十
八

縦
覧
期
間

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
令
和

六
年
四
月
二
十
六
日
ま
で
。
た
だ
し
、

東
京
都
の
休
日
に
関
す
る
条
例
（
平
成

元
年
東
京
都
条
例
第
十
号
）
に
定
め
る

休
日
を
除
く
。

十
九

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十

分
ま
で
。
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
一

時
ま
で
を
除
く
。

一

店
舗
名

ア
ト
レ
上
野

二

店
舗
所
在
地

台
東
区
上
野
七
丁
目
一
番
一
号

三

設
置
者
名

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
ほ
か
一
名

四

設
置
者
住
所

渋
谷
区
代
々
木
二
丁
目
二
番
二
号
ほ
か

五

変
更
を
行
っ
た
設
置

者
名

株
式
会
社
ア
ト
レ

六

変
更
前
の
設
置
者
の

代
表
者
名

一
ノ
瀬

俊
郎

七

変
更
後
の
設
置
者
の

代
表
者
名

髙
橋

弘
行

八

変
更
前
の
小
売
業
者

の
氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ア
ロ
ー
ズ
ほ

か
十
一
名

九

変
更
後
の
小
売
業
者

の
氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ア
ロ
ー
ズ
ほ

か
十
二
名

十

変
更
を
行
っ
た
小
売

業
者
の
氏
名
又
は
名

称

株
式
会
社
シ
ェ
ル
ガ
ー
デ
ン

十
一

変
更
前
の
小
売
業

者
の
代
表
者
名

稲
富

仁

十
二

変
更
後
の
小
売
業

者
の
代
表
者
名

野
口

裕
二

十
三

変
更
日

令
和
五
年
六
月
三
十
日
ほ
か

十
四

届
出
日

令
和
五
年
十
二
月
十
三
日

十
五

縦
覧
場
所

東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
地
域
産
業

振
興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番

一
号
）

十
六

縦
覧
期
間

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
令
和

六
年
四
月
二
十
六
日
ま
で
。
た
だ
し
、

東
京
都
の
休
日
に
関
す
る
条
例
（
平
成

元
年
東
京
都
条
例
第
十
号
）
に
定
め
る

休
日
を
除
く
。

十
七

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十

分
ま
で
。
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
一

時
ま
で
を
除
く
。

一

店
舗
名

ア
ト
レ
恵
比
寿
西
館

二

店
舗
所
在
地

渋
谷
区
恵
比
寿
南
一
丁
目
六
番
一
号

三

設
置
者
名

み
ず
ほ
信
託
銀
行
株
式
会
社

四

設
置
者
住
所

千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
三
番
三
号
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五

変
更
を
行
っ
た
小
売

業
者
の
氏
名
又
は
名

称

株
式
会
社
シ
ェ
ル
ガ
ー
デ
ン

六

変
更
前
の
小
売
業
者

の
代
表
者
名

稲
富

仁

七

変
更
後
の
小
売
業
者

の
代
表
者
名

野
口

裕
二

八

変
更
日

令
和
五
年
三
月
一
日

九

届
出
日

令
和
五
年
十
二
月
十
三
日

十

縦
覧
場
所

東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
地
域
産
業

振
興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番

一
号
）

十
一

縦
覧
期
間

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
令
和

六
年
四
月
二
十
六
日
ま
で
。
た
だ
し
、

東
京
都
の
休
日
に
関
す
る
条
例
（
平
成

元
年
東
京
都
条
例
第
十
号
）
に
定
め
る

休
日
を
除
く
。

十
二

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十

分
ま
で
。
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
一

時
ま
で
を
除
く
。

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
意
見
の
概
要
に

つ
い
て

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
大
規
模
小
売
店
舗
の
届
出
の
公
告
に
係
る

意
見
を
聴
取
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り

意
見
の
概
要
を
公
告
し
、
当
該
意
見
を
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

店
舗
名

東
金
ビ
ル

二

店
舗
所
在
地

板
橋
区
東
坂
下
二
丁
目
十
二
番
八
号

三

設
置
者
名

株
式
会
社
Ｏ
ｌ
ｙ
ｍ
ｐ
ｉ
ｃ
グ
ル
ー
プ

四

意
見

ア

聴
取
者

板
橋
区
長

イ

概
要

意
見
な
し

ウ

収
受
日

令
和
五
年
十
二
月
十
二
日

五

縦
覧
場
所

東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
地
域
産
業
振
興
課

（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号
）

六

縦
覧
期
間

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
令
和
六
年
一

月
二
十
六
日
ま
で
。
た
だ
し
、
東
京
都
の
休
日

に
関
す
る
条
例
（
平
成
元
年
東
京
都
条
例
第
十

号
）
に
定
め
る
休
日
を
除
く
。

七

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
。

た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
を
除
く
。

発 行
東

京

都

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

電
話

〇
三（
五
三
二
一
）一
一
一
一（
代
）
郵便番号
１６３―８００１
定 価

本
号

五
〇
円

一
箇
月

六
、
六
〇
〇
円

（
郵
送
料
を
含
む
。）
印刷所

勝

美

印

刷

株

式

会

社

東
京
都
文
京
区
白
山
一
丁
目
十
三
番
七
号

電
話

〇
三（
三
八
一
二
）五
二
〇
一（
代
）
郵便番号
１１３―０００１


